
実験結果が異なるときに「比較」を使って思考する

第６学年 「電磁石の性質」

藤津鹿島支部 久間小学校 杉原 浩

１ 単元計画（本時８／１１）

電磁石の働きについて調べよう （３時間）

電磁石の強さについて調べよう （４時間）

電磁石の極について調べよう （２時間）

電熱線に電流を通して発熱の様子を調べよう （２時間）

２ 本時の目標

・電磁石の両端には 極と 極が存在することを実験を通して理解する。S N
・

３ 授業の実際

児童の学習活動や主な反応 具体的な指導

１ 本日のめあてを知る。

電磁石に 極と 極があるか調べようS N

２ 電磁石に極があるか予想する。 ・３年生で学習した磁石について思いださせること

で予想の手がかりにさせる。

・磁石には極があること。

・棒磁石は切っても極ができること。

・電磁石は、鉄を引きつけるので、性質が磁石と

にていること。

等を予想の手がかりとさせたい。

３ 実験方法を考える。

４ 実験方法に従い実験する。

電磁石も磁石と名前がついてい

るから、３年生で学習した磁石

と同じように 極と 極があるS N
と思うよ。

電磁石は磁石とは形が違うよ。

だから、磁石みたいに鉄は引き

つけるけど 極や 極はないとS N
思うよ。

①方位磁針を近づけてみて、釘の両端で 極S
と 極があるのかを調べる。N

、 、②２つの電磁石を使って 引きつけ合ったり

反発しあったりするか調べよう。

、 、③電磁石と磁石を使って 引きつけあったり

反発しあったりするか調べてみよう。

①方位磁針を近づけるとどちらかの針

が近づいたので極があるといえるね。

②電磁石を２つ使ったら、引き合うとこ

ろはあったね。反対は特に反応しなかっ

たね。ということは……



５ 結果について考える。

、 。・３つの結果を比べながら 結論を出すようにする

結論が出ないようなら「一番敏感に反応するのは」

と助言した。

６ 学習のまとめをする。

電磁石には 極と 極があるS N

４ 考察

○比較の場面は，予想の段階と実験結果をまとめる段階で入れてみた。予想の段階では，三年生時に学

んだ永久磁石の性質を基にして「電磁石に極はあるのだろうか？」と考える場面である。予想する材料

として他には「電磁石の形 「電磁石の材料」等が考えられた。実際の児童の予想であるが「電磁石に」

極はある」と予想したのは，２３人「電磁石に極はない」と予想したのは３人であった。

実験結果の比較の場面では，

実 験 内 容 実 験 結 果

① 方位磁針で確認 電磁石の両端にはそれぞれ極があるように反応した。

② 電磁石同士で反応するか 片方は引き合ったが，もう片方は反発まではしなかった。

③ 電磁石と永久磁石ではどうか 永久磁石にはどちらも引きつけられた。

この３つの結果を比較させながら考えさせた。子どもたちには，思考の手がかりとして，①小さな磁

力まで分かるのはどれか？②永久磁石と電磁石の素材とそのものが持つ性質を考えてみると…という２

つのアドバイスをしてみた。子どもたちは 「電磁石の芯が釘で，釘は鉄でできているから永久磁石に，

は引きつけられるのでは… 「電磁石同士も芯が釘だから…」と懸命に考えている姿があった。答えは」

はっきり出せなかったが，一番反応がはっきりしているのは「方位磁針」だろうと言うことで，まとめ

るに至った。

●比較させながらの思考に時間を取られてしまい 「電磁石は電池の向きを変えると極が変わる」まで，

できなかった。仕方なく，次の時間の始めに復習をしながら電池の向きを変えさせると簡単な実験にな

ってしまった。

●比較をさせる場合には，比較させる材料を教師側がはっきりさせておかないと子どもたちの中にはと

んでもないことを考えている児童がいる。子どもが思考している時にも，比較の材料がずれないように

声をかける必要がある。

方位磁針の結果から考えると電磁石に

は極がありそうだよね。

③電磁石と磁石ではどちらも引きつけ

あったよ。ということは極はない？

電磁石同士は引き合ったけど反発まで

はしなかったね。

①方位磁針を近づけるとどちらかの針が近

づいたので極があるといえるね。

一番敏感に反応するのは方位磁針だろうね。電磁石同士は引き合う方とあまり反応しない

方があったからそれも極みたいな感じかな。


